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論 文 内 容 の 要 旨
本研究の目的は、個人の発達と行動の動機づけに及ぼす時間的指向性の影響が、文脈によってど
のように異なるのかを、生涯発達の視点から心理学的に明 らかにすることである。
著者 は、まず第1章 において斯学の従来の研究を総括 している。結果 として第1に 、従来の研究
の問題点 として、時間的展望と時間的指向性が区別されていないこと～そのために未来指向だけが
希望や計画などの肯定的な時間的展望をもっとされ肯定的な現在指向の存在が研究の初めから排除
されていること、第2に 、従来の研究の到達点として、時間的指向性が個人の発達 と行動の動機づ
けに及ぼす影響は、文脈によって異なることが示唆された。そこで、著者は、新たな概念整理を試
みている。っまり、時間的指向性を"過 去 ・現在 ・未来の重要性の順序づけられた関心の方向性"
と定義 し、狭義の時間的展望を"過 去 ・現在 ・未来が事象によって分節化されるものととらえた時
のその事象の広がりや数、相互の関係、および過去 ・現在 ・未来に対する感情的評価 と狭義の時間
知覚"と して区別 している。
第2章 では、探索的な2つ の調査研究が、青年か ら中年の合計836人を対象におこなわれている。
第3章 は、第2章 の結果をもとに、時間的展望の測定方法を開発 したものである。文章完成法に
よる項目の収集、妥当性と信頼性の検討という手続きを経て時間的信念尺度時間的展望体験尺度が
作成 されている。また、時間的指向性を自由記述法により測定する質問項目も作成されている。 こ
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の項目は、過去 ・現在 ・未来の中で最 も重要なものを1っだけ選ぶよう求め、選ばれた時間が指向
される時間であるとされている。また、選択理由の記述の分析から、未来 と現在の関連があるもの
を肯定的、ないものを否定的と分類 した。その結果、過去指向をのぞき、未来指向と現在指向のそ
れぞれに肯定的なものと否定的なものがあるとされている。
第4章 は、青年 と中年の合計1,657人に対する調査研究とその結果である。 ここでは、青年期は、
社会的自立という目標を追及することによって自我同一性を達成 しようとするために、現在と関連
づけられた未来指向が発達の動機づけに有効であるが、中年期では、時間的展望の狭まりと逆転が
生 じ、限界の受容が課題 となるために、未来 と関連づけられた現在指向が発達の動機づけに有効で
あることが明 らかにされている。また、時間的指向性の測定方法は、時間的信念 と時間的態度の関
連で、定義か ら演繹される結果が得 られ、妥当性が確かめられている。
第5章 では、著者は、時間的指向性に関して典型事例と考え られる4人 の大学生に対 して、時間
的指向性 と職業選択行動の関連 にっいての事例研究を行っている。研究資料は、被験者の自己洞察
を促す働 き掛けの中で収集、分析の結果、第4章 において発達との関連で得 られた知見が、行動と
の関連において確かめている。
第6章 は結論であり、本研究で得 られた知見が総括されている。総括の結果、著者は、時間的指
向性の動機づけに与える影響が文脈によって異なるとの事実を支持 している。そ して個人が目標を
立ててそれを実現することが大切であるような文脈においては、未来を中心 として、そこから現在
を関係づける方略が必要 となるために、現在を結合 した未来指向が、個人の発達と行動の動機づけ
に有効であるが、個人が自分の限界を受容する文脈においては、現在を中心としなが ら、そこか ら
未来と関係づける方略が必要となるために、未来 と結合した現在指向が個人の発達と行動の動機づ
けに有効であるとしている。
筆者は、ここで今後の課題として、環境との相互作用の中で、時間的指向性がどのようにして個
人の発達や行動を実際に動機づけるのかを、因果関係の確定 という観点から明らかにすべきである
と述べている。そ して～本研究の教育的示唆 として、進路指導や企業におけるキャリア・ガイダン
スにおける発達 と個人差への対応、医療や福祉におけるケアの視点の見直 しという点に関 して若干
を指摘 している。
最後に、補遺 として、ベルギーと日本の青年556人を対象に、社会的階層を統制 して行われた調
査研究の結果を記載 している。筆者 は、時間的指向性の文脈的差異に関する本研究の成果が比較文
化心理学的研究でも当てはまる可能性を示唆 し、研究をまとめている。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、仮説として、個人が過去から現在 までの時間帯をふまえ、未来にかけて、どのような
時間的指向性をもつか、その文脈の如何が、本質的に個人の行動 と発達の動機づけになるとの予想
を立て、生涯発達心理学的にこれを検証 したものである。
実証科学で常時問題になるのは、実証に要せ られた資料の収得方法がどのような手立てのもので
あったかということである。著者は、上記の課題を解決 し発想を検証するに当り、斯学に関わる従
来の研究を綿密に調べ総括すると共に、時間的展望 の定義と研究の意義の位置づけとを明確にして
いる。その上で、青年 と中年 とを対象に、時間的展望の測定のための探索的な調査を実施 し、妥当
性ほか、測定法の具備すべき条件を検討すると共に、文章完成法の結果を含めて新たに項目全般を
調整し、時間的信念尺度、展望体験尺度なるものを完成、さらにこれに自由記述法を添加するなど、
実証研究 としては方法論的に慎重かつ十分な手立てを尽 くしている。
以上の方法をもって、著者は本調査を実施 し、予備調査か ら得 られた指標を基盤 に結果をまとめ
ている。分析の指標 は、未来指向と現在指向との2つ の基準(各 指向に肯定的な展望と消極的展望)
からなる。結果 として、青年期は、文脈の面で、社会的 自立 と自我同一性の達成を期するため、現
在をもとにしてむしろ未来を展望するが、中年期になると逆に未来を見据えて現在 に戻 る傾向があ
り、前者には未来指向、後者には現在指向が、それぞれ発達の動機づけとして有効であることを明
らかにした。この結果は、従来の研究結果では、十分に実証化 されてこなかったところである。
著者は、さらに以上の時間的展望の傾向を、事例によって具体的に確かめ、調査結果が実際の行
動 として妥当なものであることを裏づけている。そして教育的に、 目標を立てて実現を期するとい
う文脈では、未来を中心にして現在を位置づけるが、逆に、個人に限界があれば現在をもとにする
方略が必要であると結んでいる。
このように本研究によって、個人の行動発達における時間的な展望の意義がいくつか明確化され
たが、なお残された課題があることも事実である。そのことは著者 も指摘しているところである。
本研究が生涯発達的研究である限りは、今後に老年期を対象 として検討を深めることも大切である。
しか しなが ら、本研究が今後の研究の基盤をなしていることは確かであり、比較文化心理学的研究
の成果と共に、本研究の知見をもとにすれば、いっそう十分な全体的なまとまりが付けられるもの
と考え られる。
よって、博士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認める。
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